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1. はじめに 

打継目は，コンクリートの強度や耐久性の弱点とな

る．そのため，打継目に関する研究は，数多くの研究

者によってなされている．しかしながら，これらの研

究は打継目を有するコンクリートの強度に関する検討

が主であり，耐久性に関する検討は数少ない．一般的

に，鉄筋コンクリートの耐久性を評価する方法には，

実環境暴露と促進環境暴露がある．実環境暴露は劣化

させるのに時間を要するため，一般的に促進環境暴露

が行われる．しかしながら，促進環境暴露が自然状態

の何倍で促進されているかについて検討された事例は

少ないため、耐久性に関して定性的な評価しかできな

いのが現状である．そこで本実験では，コンクリート

の耐久性として Cl-の拡散係数に着目し，(1)実環境暴

露及び促進環境暴露により，打継目の見かけの拡散係

数を評価すること，(2)(1)より得られた結果を用いて，

促進環境暴露における Cl-の浸透速度の促進倍率を評

価することとした． 

2. 実験概要 

コンクリートの配合は，W/C=50％，単位セメント量

=300kg/m3，SL=12±2cm，Air=4±1％とした．なお，セ

メントは普通ポルトランドセメント（密度：3.16g/m3）

を使用した．試験体（図 1 参照）の作製は，まず，高

さ 15cm まで先打ちコンクリートを打ち込み，約 24 時

間後，表 1 に示す打継ぎ処理を施し，後打ちコンクリ

ートを打ち込んだ．試験体は，材齢 50 日後から，実環

境（神奈川県横須賀市の港湾空港技術研究所内の海水

循環水槽内の干満帯）及び促進環境（温度40℃・NaCl3％

水溶液に 24 時間浸漬，温度 40℃・湿度 50％の環境で

60 時間乾燥を 1 サイクルとした乾湿繰り返し環境）に

暴露した．所定の暴露試験終了後，打継目の全塩化物

イオン量を測定（JIS A 1154：2003 に準拠）し，その

測定結果を用いて打継目の見かけの拡散係数を算出し

た．なお，打継目の全塩化物イオン量の測定に用いた

試験片は，打継目を中心に先打ち及び後打ちコンクリ

ートをそれぞれ 10mm 含む厚さ 20mm のコンクリート片

である．（図 1 参照）． 

3. 実験結果 

3.1 打継目の見かけの拡散係数 

図 2 に実環境暴露 1.5 年経過後の打継目の全塩化物

イオン量の分布状況を，図 3 に打継目の見かけの拡散

係数を示す．図 2 より，レイタンスを除去し，適切な

打継ぎ材料を用いた場合でも，打継目の全塩化物イオ

ン量，表面塩化物イ量は打継目がないコンクリートの

それよりも多いことがわかった．また図 3 より，打継

ぎ処理方法の違いが打継目の見かけの拡散係数に及ぼ

す影響を比較すると，打継目がないコンクリートに対

する割合は，レイタンスを除去しない場合（A，B，C）

は 2～3 倍，レイタンスを除去した場合（D，E，G）は

1.2～1.4 倍，レイタンスを除去しエポキシ樹脂を塗布

表１ 本研究で施した打継ぎ処理方法 

レイタンス 打継ぎ材料
A 使用しない
B モルタル
C エポキシ樹脂
D 使用しない
E モルタル
F エポキシ樹脂
G ラテックスペースト
H

除去しない

除去する

打継目なし  
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図１ 試験体概要 
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した場合（F）は 2.2 倍であった．これより，レイタン

スを除去すること，さらに適切な打継ぎ材料を使用す

ることにより，打継目の見かけの拡散係数を，レイタ

ンスを除去しない場合の 1/2 程度まで小さくすること

ができることが確認できた。なお，レイタンスを除去

したにもかかわらずエポキシ樹脂を塗布した場合の見

かけの拡散係数がレイタンスを除去しない場合と同程

度であった理由は，打継目周辺に大きな空隙が残存し

ていたため（図 4 参照）である。これらの結果は，促

進環境暴露においても同様の傾向であった． 

3.2 促進倍率の算出 

実環境暴露及び促進環境暴露から得られた見かけの

拡散係数を用いて，鉄筋コンクリート部材の劣化進行

過程である潜伏期 1）を算出し比較することにより，促

進試験で得られた Cl-浸透速度が自然状態の何倍で促

進されているかを評価した．表 2 に促進倍率の算出結

果を示す．本研究においては，促進環境暴露における

Cl-浸透速度の促進倍率は，4～7.3 倍であった． 

4. まとめ 

本実験で得られた結果は以下の通りである． 

(1) 打継目の見かけの拡散係数に関して，打継目がな

いコンクリートに対する割合は，レイタンスを除

去しない場合（A，B，C）は 2～3 倍，レイタンス

を除去し，さらにモルタルやラテックスペースト

を塗布した場合（D，E，G）は 1.2～1.4 倍，レイ

タンスを除去しエポキシ樹脂を塗布した場合（F）

は 2.2 倍であった． 

(2) 促進環境暴露における Cl-浸透速度の促進倍率は，

4～7.3 倍であった． 
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図 2 打継目の全塩化物イオン量分布状況（実環境暴露 1.5 年） 
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図 3 打継目の見かけの拡散係数（実環境暴露 1.5 年）
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図 4 打継目に残存した空隙（エポキシ樹脂を塗布）

 

表 2 促進環境暴露における塩分浸透性の促進倍率

レイタンス 打継ぎ材料
促進倍率
（倍）

A 使用しない 7.3
B モルタル 7.2
C エポキシ樹脂 5.7
D 使用しない 5.7
E モルタル 4.8
F エポキシ樹脂 4.9
G ラテックスペースト 6.1
H 4.0

除去する

打継目なし

除去しない
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